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国
土
交
通
省
は
老
朽
化
し

た
住
宅
団
地
の
建
替
え
・
改

修
を
促
進
す
る
た
め
、
新
た

に
学
識
経
験
者
な
ど
か
ら
な

る
「
住
宅
団
地
の
再
生
の
あ

り
方
に
関
す
る
検
討
会
」
を

設
置
す
る
こ
と
を
決
め
た
。

権
利
調
整
や
建
築
規
制
の
あ

当
日
は
岡
久
宏
史
同
省
下

水
道
部
長
が
冒
頭
あ
い
さ
つ

に
立
ち
「
本
日
は
新
下
水
道

ビ
ジ
ョ
ン
の
と
り
ま
と
め
報

告
案
に
つ
い
て
議
論
し
て
い

た
だ
く
。
皆
さ
ま
の
ご
意
見

と
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の

り
方
に
つ
い
て
事
業
法
的
な

観
点
も
含
め
総
合
的
に
検
討

し
て
い
く
。
平
成
二
十
七
年

中
を
め
ど
に
報
告
書
を
ま
と

め
る
考
え
だ
。

住
宅
団
地
は
高
度
経
済
成

長
期
に
都
市
近
郊
を
中
心
と

し
て
大
規
模
に
整
備
さ
れ
、

内
容
を
反
映
さ
せ
て
新
ビ
ジ

ョ
ン
を
策
定
す
る
」
と
述

建
物
や
設
備
の
老
朽
化
で
建

替
え
・
改
修
を
迫
ら
れ
て
い

る
も
の
も
多
く
な
っ
て
い

る
。
ま
た
人
口
減
少
社
会
の

到
来
に
伴
い
都
市
近
郊
の
住

宅
団
地
で
は
空
き
家
の
増
加

や
住
民
の
高
齢
化
が
進
行

し
、
団
地
の
集
約
・
再
編
と

べ
、
活
発
な
論
議
を
促
し

併
せ
て
医
療
・
福
祉
な
ど
生

活
支
援
施
設
の
整
備
に
よ
る

地
域
の
拠
点
と
し
て
再
生
が

求
め
ら
れ
て
い
る
。

し
か
し
複
数
棟
で
構
成
さ

れ
る
住
宅
団
地
は
土
地
が
共

有
で
一
部
の
棟
だ
け
建
て
替

え
る
こ
と
は
日
影
が
生
じ
た

た
。新

下
水
道
ビ
ジ
ョ
ン
は
①

策
定
の
背
景
と
目
的
②
イ
ン

フ
ラ
を
取
り
巻
く
社
会
経
済

り
、
容
積
を
多
く
消
化
す
る

な
ど
他
の
棟
と
の
調
整
が
困

難
だ
。
団
地
全
体
の
建
替
え

に
つ
い
て
も
分
譲
マ
ン
シ
ョ

ン
だ
け
で
な
く
賃
貸
住
宅
や

社
宅
が
混
在
し
て
い
る
場
合

は
合
意
形
成
の
難
し
さ
が
大

き
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
た
め
前
通
常
国
会
で

は
マ
ン
シ
ョ
ン
建
替
え
円
滑

化
改
正
法
案
の
委
員
会
採
決

後
の
附
帯
決
議
で
団
地
型
マ

ン
シ
ョ
ン
を
再
生
す
る
施
策

の
あ
り
方
に
つ
い
て
ま
ち
づ

情
勢
の
変
化
③
下
水
道
の
使

命
と
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
④
長
期

ビ
ジ
ョ
ン
の
実
現
に
向
け
た

中
期
計
画
―
―
の
四
章
で
構

成
。
持
続
的
発
展
が
可
能
な

社
会
の
構
築
に
貢
献
す
る
こ

と
を
下
水
道
が
果
た
す
べ
き

究
極
の
使
命
と
明
記
し
、
長

期
ビ
ジ
ョ
ン
と
し
て
「
循
環

の
み
ち
下
水
道
」
の
持
続
と

進
化
を
二
つ
の
柱
に
位
置
づ

け
た
。

「
循
環
の
み
ち
下
水
道
」

の
持
続
に
向
け
た
中
期
計
画

で
は
①
人
・
モ
ノ
・
カ
ネ
の

持
続
可
能
な
一
体
管
理
（
ア

セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
）
の

確
立
②
非
常
時
の
ク
ラ
イ
シ

ス
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
確
立
③

国
民
理
解
の
促
進
と
プ
レ
ゼ

国
土
交
通
省
は
七
月
八

日
、
下
水
道
事
業
課
長
の
塩

く
り
の
観
点
も
含
め
幅
広
く

検
討
す
る
よ
う
指
摘
さ
れ
て

い
た
。

新
た
に
設
け
る
検
討
会
で

は
浅
見
泰
司
東
京
大
学
大
学

院
工
学
系
研
究
科
教
授
を
座

長
に
①
住
宅
団
地
の
再
生
に

関
す
る
現
行
制
度
・
現
状
と

課
題
の
整
理
②
建
替
え
・
改

修
の
具
体
的
事
例
の
分
析
③

事
業
・
制
度
な
ど
住
宅
団
地

の
再
生
を
促
進
す
る
施
策
の

あ
り
方
―
―
な
ど
を
検
討
し

て
い
く
。

ン
ス
確
立
④
下
水
道
産
業
の

活
性
化
・
多
様
化
―
―
な
ど

を
め
ざ
す
。

ま
た
「
循
環
の
み
ち
下
水

道
」
の
進
化
に
向
け
た
中
期

計
画
と
し
て
①
健
全
な
水
環

境
の
創
出
②
水
・
資
源
・
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
集
約
・
自
立
・

供
給
拠
点
化
③
汚
水
処
理
の

最
適
化
④
雨
水
管
理
の
ス
マ

ー
ト
化
⑤
世
界
の
水
と
衛
生

・
環
境
問
題
解
決
へ
の
貢
献

⑥
国
際
競
争
力
の
あ
る
技
術

の
開
発
と
普
及
展
開
―
―
な

ど
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

同
省
は
新
ビ
ジ
ョ
ン
の
普

及
啓
発
を
図
る
た
め
、
国
民

向
け
の
わ
か
り
や
す
い
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
な
ど
を
作
成
す
る

方
針
だ
。

路
勝
久
氏
を
新
下
水
道
部
長

に
任
命
し
た
。
同
日
、
部
長

室
で
交
代
式
が
行
わ
れ
た
。

交
代
式
で
は
岡
久
宏
史
前

部
長
が
退
任
あ
い
さ
つ
に
立

ち
「
新
部
長
の
も
と
で
ビ
ジ

ョ
ン
の
成
熟
化
を
進
め
、
法

改
正
な
ど
を
行
っ
て
い
た
だ

き
た
い
」
と
期
待
を
込
め
て

激
励
し
た
。

こ
れ
を
受
け
て
塩
路
新
部

長
は
「
下
水
道
法
を
管
理
・

運
営
の
時
代
に
合
っ
た
も
の

に
し
た
い
。
下
水
道
部
は
先

頭
に
立
っ
て
行
動
し
、
下
水

道
界
を
牽
引
す
る
」
と
力
強

く
決
意
を
表
明
し
た
。
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国
土
交
通
省
は
七
月
二
日
、
東
京
・
千
代
田
区
の
日
本
下
水
道
協
会
大
会
議
室
で
第
九
回
「
下
水
道
政
策
研
究

委
員
会
」
（
委
員
長
・
花
木
啓
祐
東
京
大
学
大
学
院
工
学
系
研
究
科
教
授
）
を
開
き
、
新
下
水
道
ビ
ジ
ョ
ン
に
つ

い
て
意
見
交
換
し
た
。
「
循
環
の
み
ち
下
水
道
」
の
持
続
・
進
化
に
向
け
た
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
を
実
現
す
る
た
め
、

今
後
約
十
年
間
の
中
期
計
画
を
打
ち
出
し
た
。
健
全
な
水
環
境
の
創
出
や
水
・
資
源
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
供
給
拠
点

化
、
汚
水
処
理
の
最
適
化
、
雨
水
管
理
の
ス
マ
ー
ト
化
な
ど
を
総
合
的
に
推
進
し
て
い
く
。
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